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堀江正章「富士山」

一
一
一
最
近
の
出
版
軍
備
を
書
店
で
誓

言
じ
た
。
猫
の
本
が
意
外
に
多
く
三
三

三
十
種
類
以
上
も
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
一
…
一

読
醤
豊

一
一
な
か
で
も
私
か
閃
心
を
向
け
て
一
詰

寄
常
繭
豊

一
ニ
ー
し
て
の
評
価
は
、
明
治
三
十
三
-
一

読
盤
塞

至
り
の
ア
ヴ
ニ
ュ
ー
・
マ
ラ
コ
フ
の
一
一
一

一
言
で
、
一
匹
の
灰
毛
の
猫
を
飼
喜
一

藷
鞋

一
子
左
と
そ
の
子
に
目
を
か
け
、
愛
一
一
一

-
言
こ
と
か
発
の
残
し
た
遠
墓

誌
智
証
』
に
兄
、
を

藷
遷

言
置
物
が
、
京
都
証
の
都
鳥
家
に
言

-
i
一
保
有
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
三

芳
本
か
、
嘉
史
を
恩
っ
三

醇
‖
冊
騨
蛙



みる・かたる・つくる-

生

い

た

ち

堀
江
正
葦
は
、
安
政
五
年
(
一

八
五
八
)
に
長
野
県
松
本
市
で
二

木
宋
十
即
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ

幼
時
に
叔
父
堀
江
伝
十
部
の
養
嗣

子
と
な
り
、
松
本
開
智
学
校
に
学

ん
だ
。
そ
の
後
、
師
範
講
習
所
に

入
学
し
、
学
業
成
績
は
優
秀
で
、

特
に
数
学
・
理
科
に
長
じ
て
い
た

工
部
美
術
学
校

明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
)
数

学
研
究
の
た
め
上
京
し
た
が
、
絵

画
に
転
向
し
た
動
機
は
明
瞭
で
は

な
い
が
、
生
前
「
私
は
画
家
に
な

る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、

学
問
す
る
為
東
京
に
出
て
来
た

時
、
実
際
の
人
物
が
そ
こ
に
い
る

か
の
様
に
描
か
れ
て
い
る
油
絵
と

云
う
も
の
を
見
て
、
父
母
へ
の
お

土
産
に
一
つ
之
を
習
っ
て
み
よ
う

と
思
っ
た
の
だ
一
と
語
っ
て
い
る
。

同
年
十
二
月
、
工
部
美
術
学
校
に

入
学
。
は
じ
め
フ
ェ
レ
ッ
チ
に
学

び
、
そ
の
後
は
後
任
の
サ
ン
・
ジ

ョ
バ
ン
二
に
師
事
し
た
。
サ
ン
・

ジ
ョ
バ
ン
二
は
、
イ
タ
リ
ア
収
の

明
る
い
両
肌
で
人
物
画
に
優
れ
て

い
た
と
言
わ
れ
、
堀
江
に
強
く
影

響
を
及
ぼ
し
た
。

そ
の
当
時
の
こ
と
を
、
堀
江
は

「
サ
ン
ジ
ョ
バ
ン
二
等
は
、
今
の

学
校
の
よ
う
に
学
年
毎
に
は
試
験

を
行
わ
な
い
で
、
全
校
生
徒
に
対

し
て
同
一
の
作
業
を
課
し
、
そ
の

成
諒
の
優
良
な
者
を
、
抜
擢
し
て

逐
決
上
級
に
編
入
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
学
校
か
ら

卒
業
証
書
を
授
け
る
と
云
っ
た
所

が
、
ト
ー
十
で
十
余
年
も
修
業
し
た
な

ら
、
世
界
中
何
処
に
出
し
て
も
辱

し
か
ら
ぬ
者
と
し
て
、
卒
業
を
認

め
る
が
、
博
か
数
年
の
修
練
位
で

は
仕
方
が
な
い
と
威
張
っ
て
居
た

も
の
で
す
。
私
な
ど
も
夜
を
日
に

継
い
で
夜
の
課
業
ま
で
も
や
ら
せ

ら
れ
た
の
は
随
分
幸
い
こ
と
で
し

た
。
」
と
思
い
出
を
記
し
て
い
る
.

画
学
専
門
学
校

明
治
十
六
年
(
一
八
八
三
)
工

部
美
術
写
校
が
廃
止
さ
れ
る
や
、

曽
山
(
後
に
大
野
と
改
姓
)
幸
彦

・
松
室
重
馴
ら
と
と
も
に
国
学
専

門
学
校
を
設
立
し
、
「
折
角
発
達

し
か
け
て
来
た
西
洋
画
の
命
脈
を

ば
、
是
非
と
も
維
持
し
て
、
将
来
発

展
の
時
機
の
来
る
の
を
得
た
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
塾

に
つ
い
て
は
、
「
丁
度
大
鳥
工
親

犬
学
校
長
は
従
前
か
ら
の
関
係
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
ま
で
学
校

に
備
へ
て
あ
っ
た
器
暇
や
標
本
な

ど
を
、
個
人
と
し
て
、
私
的
関
係

で
借
屈
し
、
麹
町
下
二
番
町
に
私

塾
を
開
い
て
自
分
達
も
研
究
し
弟

子
共
に
も
教
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
希
望
者
も
な
か
な
か
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
何
せ
美
術
の
研

錆
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
人
終
生

の
業
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
確
固
た

る
信
念
と
秀
抜
な
る
才
能
と
の
有

る
者
だ
け
を
入
れ
る
よ
う
に
し
て

い
三
し
た
ー
決
し
て
出
府
の
多
き

を
質
ち
な
か
)
た
の
で
あ
り
ま

す
。
一
と
回
想
し
て
い
る
.
し
か

し
、
資
金
が
続
か
ず
一
年
で
廃
校

と
な
っ
た
。

大

事

館

堀
江
は
、
郷
里
の
長
野
に
帰
り
、

松
室
は
明
治
十
八
年
に
千
葉
中
学

校
(
現
在
の
県
立
千
葉
高
校
)
に

旭
任
し
、
曽
山
は
た
だ
一
人
で
私

勲
を
開
き
、
か
ろ
う
じ
て
画
学
事

門
学
校
か
ら
の
弟
子
の
育
成
に
つ

と
め
て
い
た
ノ
津
山
は
二
十
五
年

に
逝
去
し
、
過
さ
れ
た
弟
子
の
う

ち
和
田
実
作
な
ど
数
名
が
原
田
直

次
郎
や
五
姓
開
発
松
の
門
下
に
入

っ
た
。
し
か
し
、
な
お
四
、
五
人
の

弟
子
が
残
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
協

議
の
結
果
、
堀
江
を
呼
び
戻
し
私

勲
を
再
校
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
十
五
年
五
月
、
そ
れ
は
大
野
輩

彦
の
名
を
と
っ
て
大
事
鯖
と
名
付

け
ら
れ
た
。
堀
江
は
教
授
と
し
て

毎
週
二
回
講
義
を
し
、
門
人
中
最

古
参
で
あ
っ
た
玉
置
金
司
が
助
教

授
と
し
て
毎
日
教
え
、
学
習
院
教

授
で
あ
っ
た
松
室
は
順
問
と
な
っ

た
。こ

の
班
で
の
教
授
内
容
に
つ
い

て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
堀
江

は
、
三
原
色
(
赤
∴
‖
・
雌
)
の

原
理
に
よ
り
明
暗
・
陰
形
を
描
き

「
コ
バ
ル
ト
先
年
一
と
呼
ば
れ
て

い
た
↓
当
時
、
我
国
で
は
、
歳
月

忠
の
作
品
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

脂
色
の
も
の
が
主
流
を
示
め
て
い

た
。
し
か
も
、
黒
田
清
輝
が
も
た

ら
し
た
外
光
派
よ
り
も
早
く
、
黒

田
と
同
様
の
絵
を
囲
い
て
い
た
の

は
、
お
ど
ろ
く
べ
き
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
堀
江
に
教
え
を
受
け
、

そ
の
後
黒
田
門
下
に
入
っ
た
岡
田

三
郎
助
は
、
「
私
共
が
太
宰
錐
に

通
っ
て
教
を
受
け
た
時
、
先
生
か

ら
色
彩
の
配
合
に
つ
い
て
は
、
何

時
も
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
て
店
た

が
、
今
に
し
て
思
え
ば
、
そ
れ
が

修
業
の
上
に
非
常
に
役
立
っ
て
居

る
。
あ
り
体
に
云
う
と
黒
田
先
生

に
就
い
て
印
象
派
の
油
画
を
教
わ

っ
た
折
に
、
別
に
少
し
の
困
難
も

な
く
、
す
ら
す
ら
と
呑
み
込
ん
で

行
け
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
た
と

い
う
。
こ
の
話
か
ら
も
、
堀
江
の

教
授
内
容
の
概
要
を
つ
か
む
こ
と

が
で
き
る
。

千
葉
中
学
校

明
治
三
十
年
(
一
八
六
七
)
、

千
葉
中
学
校
図
画
教
師
と
し
て
赴

任
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
以
前
、

明
治
十
八
年
に
松
室
が
就
任
し
て

い
た
が
、
二
十
一
年
に
学
習
院
に

転
任
し
た
後
は
、
亘
理
寛
之
助
が

兼
任
し
て
い
た
。
し
か
し
、
亘
理

に
郷
里
の
仙
台
地
方
幼
年
学
校
へ

の
転
任
の
謡
が
持
ち
上
が
っ
た
。

だ
が
、
校
長
が
後
任
の
定
ま
る
ま

で
転
任
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
、

堀
江
が
弟
子
の
窮
場
を
し
の
ぐ
た

め
赴
任
し
て
き
た
の
が
千
葉
県
に

来
た
契
機
と
な
っ
た
。
「
千
薬
は

ま
だ
知
ら
な
い
土
地
だ
か
ら
珍
ら

し
そ
う
だ
、
行
っ
て
あ
げ
よ
う
」

と
い
う
軽
い
気
特
で
あ
っ
た
ら
し

い
が
、
結
果
と
し
て
は
逝
去
す
る

昭
和
七
年
(
一
九
二
九
)
ま
で
住

む
こ
と
に
な
っ
た
。

現
存
す
る
堀
江
の
作
品
は
少
な

く
、
ほ
と
ん
ど
が
消
像
画
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
次
に
あ
げ
る
三
点
は
代

●



みる・かたる・つくる

表
作
と
言
よ
う
。

「
耕
地
整
理
図
」
明
治
三
十
四
・

五
年
頃
、
香
取
郡
多
古
町
の
耕
地

整
理
状
況
を
、
時
の
知
事
阿
部
浩

五
山
全
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し

た
作
品
と
言
わ
れ
る
。

「
室
内
草
花
図
一
明
治
四
十
四
年

の
干
葉
県
庁
舎
落
成
祝
に
開
催
さ

れ
た
、
博
脱
会
に
出
品
す
る
た
め

に
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

千
葉
県
立
聞
芸
専
門
学
校
に
通
っ

て
写
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
雷
土
山
」
大
正
十
一
年
、
堀
江

の
千
葉
中
学
勤
務
二
十
五
年
祝
買

会
の
一
つ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
展

覧
会
に
出
品
さ
れ
た
も
の
で
、
神

奈
川
県
の
片
瀬
に
て
図
取
り
し
た

も
の
と
言
わ
れ
る
。

本
展
は
、
東
京

で
毎
年
展
覧
会
を

開
く
美
術
公
募
団

体
の
う
ち
、
十
五

団
体
か
ら
碓
席
さ

れ
た
受
賞
作
品
を

中
心
に
、
招
待
・
特

別
出
品
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
団
体
展

で
、
総
理
大
鵬
宜

や
文
部
大
臣
賞
受

筒
作
品
及
び
昨
年

度
文
化
庁
買
い
上

会
期
・
入
場
料
等

○
会
期

1
2
月
了
円
木
̃
1
月
1
5
日
月

聞
館
暗
闇
は
、
午
前
9
時
̃
牛

後
4
時
3
0
分

休
館
日

月
曜
(
但
し
、
1
月

1
5
日
は
開
館
)
。
1
2
月
2
6
日
̃

l
月
4
日

○
入
場
料

無
料

美
術
を
語
る
会

室
内
草
花
園

話
題

「
堀
江
正
葦
を
語
る
」

話
題
提
供
者
松
戸
節
三
(
前
千

葉
県
立
美
術
館
長
)

遠
藤
鰹
郎
(
洋
画

家
)

日
時

1
月
1
3
円
(
土
)
午
後
2
時

会
場

千
葉
県
立
美
術
館

げ
の
作
品
な
ど
を
あ
わ
せ
て
、
七

十
四
点
の
絵
画
と
彫
刻
が
出
品
さ

れ
る
。
こ
の
う
ち
固
体
展
受
賞
作

品
は
昨
年
の
後
半
か
ら
、
今
年
の

前
半
に
か
け
て
の
作
品
で
あ
り
、

文
化
庁
買
い
上
げ
作
品
も
昨
年
中

に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

間
体
展
・
グ
ル
ー
プ
展
・
個
展

あ
る
い
は
美
術
館
・
新
聞
社
主
催

の
展
推
会
等
に
発
表
さ
れ
る
作
品

は
、
毎
年
お
び
た
だ
し
い
数
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
選
抜
展
に
推

薦
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
の
ご
く
一

部
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
に
え
ら
ば

れ
た
作
品
を
と
お
し
て
、
今
日
の

作
家
が
、
現
代
社
会
の
複
雑
な
要

素
の
中
で
、
真
蟄
な
現
実
認
講
と

美
術
創
造
の
仕
事
に
と
り
く
み
、

さ
ら
に
そ
の
可
能
性
を
も
先
取
り

し
よ
う
と
図
っ
て
い
る
こ
と
が
読

み
と
れ
る
。

お
だ
や
か
な
自
然
観
照
、
直
械

な
造
型
空
間
の
追
求
、
心
象
鳳
母

や
幻
想
世
界
の
展
開
、
社
会
的
状

況
の
ア
ィ
ロ
ニ
ー
十
字
「

作
家
そ

れ
ぞ
れ
に
現
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

展
示
さ
れ
る
作
品
は
、
日
本
画

十
九
古
へ
洋
画
三
十
三
点
、
版
画

六
点
、
彫
刻
十
六
点
の
計
七
十
四

点
で
あ
る
。

本
県
関
係
の
出
品
作
家
と
作
品
。

高
橋
規
矩
治
郎

昭
和
五
年
千
葉
県
生
ま
れ
。
日

展
入
選
二
十
二
回
、
安
井
缶
候
補

展
二
回
、
昭
和
会
展
出
品
、
日
展

特
選
二
回
、
光
鳳
会
展
受
賞
四
回

現
在
、
八
千
代
市
在
住
で
千
葉
市

立
高
等
学
校
教
諭
。

作
品
一
漁
港
一
は
、
不
規
則
な

岸
壁
と
小
型
の
浜
崎
}

風
雨
に
さ

ら
さ
れ
た
屋
根
の
低
い
家
々
に
漁

港
独
得
の
構
成
実
と
詩
情
を
感
じ

て
、
こ
こ
十
数
年
と
り
組
ん
で
き

た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

京
美
術
学
校
卒
、
日
展
特
選
二
回
。

一
水
会
委
員
、
日
展
会
友
、
現
在

東
京
都
八
王
子
市
在
住
で
東
京
学

芸
大
学
名
誉
教
授
。

作
品
「
山
村
一
は
、
茅
葺
き
屋

根
の
山
村
、
早
春
の
海
の
花
が
咲三橋文雄「山村」

半
玉
峯
子

三
橋
文
雄

大
正
三
年
千
葉
県
生
ま
れ
。
東 高橋規矩治郎:漁港」

き
、
土
の
匂
い
が
た
だ
よ
っ
て
く

る
、
そ
ん
な
絵
が
固
さ
た
い
と
い

う
心
情
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
で
あ

る
。

●
会
期

昭
和
捉
年
1
月
9
円
(
火
)
̃
l

月
2
1
日
(
日
)

開
繕
時
間
・
午
前
9
時
̃
午
後

4
時
的
分

休
鯖
日
・
月
曜
(
但
し
、
月
曜

祝
日
の
時
は
開
館
し
、
翌
日
が

休
館
)

●
入
場
料

大
人
三
C
〇
円
(
二
〇
〇
円
)

大
・
高
生
二
〇
〇
円
(
一
〇
〇

円
)
申
・
小
生
一
〇
〇
円
(
五

〇
円
)

(

)
内
は
二
〇
名
以
上
の
団

体
料
金
。
な
お
学
校
団
体
料
金

も
あ
り
ま
す
。
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浅
井
忠
像
が

完
成

I
本
館
の
前
庭
に
ー

浅
井
忠
像

雪
∵
∴

本
県
ゆ
か
り
の
近
代
洋
画
界
の

先
駆
者
で
あ
る
浅
井
忠
の
銅
像

が
、
浅
井
忠
像
建
立
委
員
会
(
茂

木
啓
三
郎
会
長
)
に
よ
り
、
本
館

前
庭
で
十
一
月
十
八
日
晴
天
に
恵

ま
れ
感
大
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

建

立

の

趣

旨

県
民
参
加
に
よ
る
美
術
展
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
県
展
が
、
戦

後
の
荒
廃
し
た
焼
土
か
ら
誕
生
し

た
の
が
、
昭
和
二
十
四
年
の
十
一

月
で
し
た
。
以
来
、
会
場
・
闘
期

・
出
品
占
薮
な
ど
悪
条
件
を
克
服

し
て
、
今
年
で
三
十
回
を
迎
え
ま

し
た
。

三
十
回
の
意
義
を
記
念
す
る
た

め
、
美
術
会
で
諸
行
事
が
検
討
さ

れ
、
県
展
三
十
回
記
念
行
事
小
委

員
会
に
よ
り
、
三
大
事
業
が
計
画

さ
れ
た
。

1
、
県
展
三
十
年
史
の
発
行

2
、
浅
井
忠
像
の
銅
像
建
立

3
、
関
係
者
の
表
彰

と
な
り
、
県
美
術
会
の
事
業
と
し

て
浅
井
忠
像
の
建
立
が
企
画
さ
れ

た
訳
で
あ
る
。

浅
井
忠
の
人
と
な
り

盛
大
に
行
わ
れ
た
除
幕
式

安
政
三
年
(
一
八
五
六
)
六
月

二
十
一
日
に
∵
江
戸
佐
倉
藩
邸
の

あ
っ
た
木
挽
町
で
、
父
伊
織
常
明

の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
七
才

の
時
に
祖
父
と
父
が
相
続
き
死
亡

し
た
の
で
、
豪
を
継
ぐ
と
と
も

に
、
佐
倉
の
将
門
に
居
を
移
し

て
、
約
十
年
間
の
少
年
時
代
を
佐

倉
で
過
し
た
が
、
そ
の
間
、
藩
の

画
家
で
あ
る
黒
沼
横
山
に
花
鳥
画

を
学
ん
で
い
る
。

明
治
五
年
十
六
才
の
年
に
、

英
国
、
洋
画
を
学
ぶ
た
め
に
上
京

し
、
創
立
し
た
ば
か
り
の
工
部
美

術
学
校
に
入
学
し
、
主
と
し
て
イ

タ
リ
ア
人
の
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
に

洋
画
を
学
ん
だ
。

天
分
の
画
才
が
充
分
に
発
揮
さ

れ
、
明
治
二
十
二
年
の
第
一
回
明

治
美
術
展
に
出
品
し
た
一
春
歌
」

第
二
国
展
「
収
獲
」
は
と
も
に
好

評
を
博
し
、
日
本
美
術
史
上
に
重

要
な
位
置
を
示
す
作
品
と
し
て
、

昭
和
四
十
二
年
六
月
十
五
日
、
洋

画
で
は
最
初
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

日
清
戦
争
に
も
従
軍
画
家
と
し

て
記
録
画
を
描
き
、
後
の
「
従
征

画
稿
」
に
ま
と
め
て
お
り
本
鰹
で

も
「
金
州
城
南
門
外
」
や
当
時
の

軍
服
姿
の
「
兵
士
」
な
ど
が
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
一
年
に
は
、
東
京
美

術
学
校
教
授
と
な
り
、
そ
の
二
年

後
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
へ
溜
学
し
、

特
に
パ
リ
南
東
約
八
十
キ
ロ
に
位

置
し
て
い
る
、
グ
レ
ー
村
に
滞
在

し
た
と
き
描
い
た
「
グ
レ
ー
の

橋
」

「
グ
レ
ー
の
秋
」
な
ど
は
代

表
作
と
い
え
る
。

帰
国
後
は
京
都
高
等
工
芸
学
校

教
授
と
な
る
一
方
、
洋
画
研
究
所

を
開
き
、
後
進
を
指
導
し
関
西
美

術
会
の
発
展
に
尽
し
て
い
る
。

明
治
四
十
年
に
五
十
一
歳
で
こ

の
世
を
去
っ
て
い
る
が
、
日
本
美

術
史
上
確
固
た
る
位
置
を
占
め
た

先
覚
者
と
な
っ
て
い
る
。

建

立

の

過

程

県
美
術
会
の
提
唱
を
受
け
て
、

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤
油
株
式
会
社
の

茂
木
啓
三
郎
会
長
を
代
表
に
.
副

会
長
に
は
勝
又
自
動
車
の
勝
又
豊

次
郎
社
長
、
川
鉄
化
学
の
吉
田
浩

社
長
な
ど
、
財
界
・
行
政
・
学
識
経

験
者
等
十
四
名
か
ら
な
る
建
立
委

員
会
に
よ
っ
て
、
募
金
を
経
済
界

県
美
術
会
・
美
術
館
友
の
会
会
員

の
有
志
、
更
に
一
般
有
志
に
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
佐
倉
市
の
浅

井
忠
顕
彰
会
、
千
葉
市
、
千
薬
県

か
ら
も
基
金
が
寄
せ
ら
れ
予
定
金

額
の
二
、
五
〇
〇
万
円
を
上
ま
わ

る
程
と
な
っ
た
。

一
`
i
…
.
.
.
.
)
-
-
i
,
…
…
…
・
!
-
-
…
-
…
…
-
-
-
i
…
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銅
像
は
、
日
展
評
議
員
で
市
川

市
在
住
の
大
須
賀
先
生
の
力
作
で

高
さ
二
メ
ー
ト
ル
四
〇
セ
ン
チ
の

立
像
で
あ
り
、
台
座
石
は
万
成
龍

王
石
を
岡
山
県
か
ら
取
寄
せ
、
更

に
千
葉
大
学
園
芸
学
部
環
境
植
栽

研
究
室
の
安
蒜
先
生
に
依
頼
し

て
、
周
辺
の
環
境
と
合
わ
せ
た
植

栽
の
全
体
計
画
に
合
っ
た
環
境
を

造
成
し
た
。

浅
井
忠
の
画
業
を
顕
彰
す
る
と

同
時
に
、
銅
像
も
屋
外
の
芸
術
作

品
と
し
て
親
し
ま
れ
、
多
く
の
御

協
力
を
得
た
人
々
の
結
集
と
し
て

本
館
を
訪
れ
る
方
々
に
敬
愛
さ

れ
:
永
く
美
術
文
化
の
象
徴
と
し

て
、
ま
た
誇
る
べ
き
郷
土
の
美
術

家
と
し
本
館
の
歩
み
と
と
も
に
存

在
す
る
こ
と
に
な
る
。

;
こ
-

-

-
●
●
●
;
"
●
.
.
-

-
-
こ
●
さ
-
こ
こ
-
○
○
-
●
●
●
.
-
●
●
こ
"
i
i
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"
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「
千
葉
県
展
的
年
史
」
完
成

県
展
三
十
回
記
念
行
事
の
一

環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
同
史
は

県
美
術
会
・
県
教
育
委
員
会
・

県
立
美
術
館
か
ら
な
る
十
二
名

の
委
員
が
選
出
さ
れ
編
集
に
あ

た
っ
た
。

内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

県
展
三
十
年
作
品
抄

第
一
葦

県
展
前
史

第
二
葺

座
談
会
・
県
展
三
十

年
の
回
顧

第
三
葦

五
部
門
の
歩
み
(
日

本
圃
・
洋
画
・
彫
塑
・
工
芸

書
)

第
四
葦

座
談
会
・
県
展
を
支

え
た
人
々

第
五
革

県
展
三
十
回
の
記
録

そ
の
他
、
県
展
史
年
表
、
会

員
名
簿
(
昭
和
五
十
三
年
五
月

現
在
)
な
ど
が
載
せ
ら
れ
、
豊

富
な
内
容
で
あ
る
。

希
望
者
に
は
実
蹄
頒
布
申

T
E
し
茜
雲
的
二
七
一
〇

l
○
○
●
-
-
●
-
;
書
き
.
,

i
i
’
二
二
こ
こ
ー
…
,

○
○
-
.
=
:
-
こ
-
-

-

-
‥
:
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●

「
天
折
の
画
家
た
ち
」
展
を
終
え
て

新
た
な

る

感

慨

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
元
就
」
と

い
う
、
近
頃
で
は
耳
馴
れ
な
い
言

葉
に
、
特
に
若
い
人
達
に
は
ど
う

ぅ
け
と
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
何

と
も
計
り
が
た
い
こ
と
で
は
あ
る

が
展
覧
会
と
し
て
は
、
青
木
繁
・
菱

田
春
草
な
ど
知
名
度
の
高
い
作
家

或
は
繋
光
・
松
本
竣
介
な
ど
近
年

見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
作
家
、
ま

た
今
ま
で
小
野
孝
吉
、
板
倉
期
な

ど
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
作

家
の
作
品
、
加
え
て
、
日
本
画
と
洋

画
の
両
面
か
ら
と
ら
え
て
み
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
あ
る
。

ど
の
展
薩
会
も
そ
う
で
あ
る

が
、
開
催
中
・
後
に
関
係
の
方
々

か
ら
話
し
を
伺
い
今
後
の
調
査
・

研
究
の
手
か
か
り
と
な
る
こ
と
が

多
い
が
、
今
展
で
は
、
板
倉
鼎
の

「
パ
レ
ッ
ト
を
持
つ
女
」
の
作
品

に
五
十
年
振
り
に
対
面
さ
れ
、
感

慨
を
こ
め
て
話
さ
さ
て
い
た
妹
さ

ん
の
姿
な
ど
、
印
象
深
い
一
面
も

あ
っ
た
展
覧
会
と
な
っ
た
。

ア

ン

ケ
ー
ト
よ
り

会
期
中
に
来
館
者
か
ら
ア
ン
ケ

1
ト
を
お
願
い
し
た
の
で
概
観
し

て
み
る
と
、
個
々
の
作
品
に
つ
い

て
の
感
想
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、

本
展
で
取
り
上
げ
た
各
作
家
の
個

展
を
望
む
意
見
が
大
勢
を
し
め
て

い
た
。
そ
れ
だ
け
、
短
か
い
生
涯

の
中
に
凝
縮
さ
れ
た
青
春
の
燃
焼

に
強
い
感
銘
を
う
け
た
こ
と
が
寄

せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
0
0
代
ま
で
の

若
い
人
達
に
は
、
同
年
代
の
も
の

が
残
し
た
業
績
に
対
す
る
羨
望
と

啓
発
が
う
か
が
え
、
同
じ
世
代
を

生
き
て
き
た
人
か
ら
は
各
時
代
へ

の
郷
愁
と
共
感
が
感
じ
ら
れ
た
。

点
数
的
に
は
展
示
壁
面
の
制

約
、
或
は
造
作
の
少
な
い
作
家
、

佐
伯
清
三
の
よ
う
に
、
他
で
の
遺

作
展
と
も
重
な
る
な
ど
必
ず
し
も

満
足
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
な
り
に
じ
っ
く
り

味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
だ
。

制
作
の

背

景

を

㍉
∵
…

甲
」

【
筒
音

一
人
の
作
家
が
生
き
、
作
品
が

生
み
出
さ
れ
る
に
は
背
景
、
つ
ま

り
、
そ
の
時
代
、
流
れ
と
無
関
係

で
は
な
い
。
そ
こ
で
資
料
室
に
、

各
年
代
の
代
表
的
作
品
の
写
真
を

中
心
と
し
た
近
代
絵
画
史
年
表
、

主
な
絵
画
運
動
、
傾
向
な
ど
の
解

説
を
展
示
し
て
み
た
。

大
き
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、

無
関
連
と
思
わ
れ
て
い
た
作
品
が

意
外
な
と
こ
ろ
で
結
び
つ
い
て
い

●
る
。
背
景
を
少
し
で
も
理
解
し
、

こ
れ
ら
の
天
折
の
画
家
た
ち
が
果

し
て
き
た
役
割
が
何
で
あ
っ
た
の

か
考
え
て
も
ら
う
機
会
の
一
つ
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「
天
折
の
画
家
た
ち
」

展
を
み
て

在
日
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
東

京
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
マ
ッ
カ

ラ
ン
所
長
よ
り
感
想
文
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

「
天
折
の
画
家
」
展
は
、
こ
れ

ま
で
私
が
見
た
近
代
絵
画
展
の
中

で
も
非
常
に
興
味
深
い
展
覚
会
で

あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
「
天
折
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
も
ま
し
て
、
会
場
に
並
べ
ら
れ

た
絵
の
深
い
内
容
に
強
い
感
銘
を

受
け
た
。

日
本
近
代
絵
画
史
の
中
で
は
実

に
驚
く
べ
き
程
た
く
さ
ん
の
画
家

達
が
、
若
く
し
て
没
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ま
だ
詳
し
く

調
べ
て
み
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

他
の
ど
の
国
と
比
べ
て
も
、
天
折

し
た
画
家
の
数
に
於
い
て
、
日
本

に
勝
る
国
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
追
究
し
て

み
た
ら
、
日
本
近
代
絵
画
の
ひ
と

っ
の
お
も
し
ろ
い
性
格
が
判
か
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
の

展
覧
を
見
て
考
え
た
。

明
治
期
の
青
木
繁
を
始
め
、
特

に
た
く
さ
ん
の
大
正
・
昭
和
期
の

画
家
達
が
展
覧
さ
れ
て
い
た
。
天

折
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
展
覧
会

に
は
出
て
い
な
か
っ
た
萬
鉄
五
郎

小
出
檜
重
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ょ
ぅ
。
昭
和
期
の
画
家
の
中
で
は

こ
の
ご
ろ
頓
み
に
脚
光
を
浴
び
て

き
た
鞍
光
・
野
田
英
夫
・
松
本
竣

介
等
の
絵
を
見
ら
れ
た
こ
と
も
嬉

し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も

ま
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
画
家
達
の

絵
に
初
め
て
接
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
あ
る
。
佐
分
真
の
「
画

室
」
と
い
う
大
き
な
絵
は
優
れ
た

作
品
で
、
こ
の
画
家
の
作
品
を
も

っ
と
見
て
み
た
い
と
思
う
、
又
。
千

葉
県
生
れ
の
板
倉
網
の
作
品
に
も

強
い
印
象
を
う
け
た
。
来
年
度
、

千
葉
県
立
美
術
紙
に
お
い
て
彼
の

個
展
が
開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で

と
て
も
期
待
し
て
い
る
。
二
十
一

才
と
い
う
若
さ
で
死
ん
だ
小
野
幸

吉
(
一
九
〇
九
̃
一
九
三
〇
)
の

力
あ
ふ
れ
る
フ
ォ
ー
プ
風
の
絵
に

も
感
銘
を
受
け
た
。
特
に
「
ラ
ン

プ
の
あ
る
静
物
」

(
一
九
二
九
年

作
)
は
力
作
で
、
も
し
こ
の
画
家
が

あ
と
数
年
生
き
て
い
た
な
ら
ば
ど

ん
な
作
品
が
生
ま
れ
た
で
あ
ろ
う

か
と
闘
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
間
は
、
も
ち
ろ
ん
展
覧
さ
れ

て
い
た
他
の
全
て
の
画
家
達
に
も

当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
。
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新
収
蔵
作
品
紹
介
(
掌
9
月
̃
日
月
)

峯
岸
猿
山
大
作
一
九
十
九
谷
」

脊

贈

湊
の
資
料
が
需
贈
さ
れ
ま
し
た

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

東
山
魁
夷
氏
よ
り

東
京
魁
夷
作
日
本
画
「
秋
深
」

峯
岸
雛
山
人
氏
よ
り

峯
岸
娩
山
人
作
日
本
画
「
九
十
九

谷
」

浅
井
真
氏
よ
り

池
辺
義
象
他
作
「
黙
語
居
士
十
三

回
忌
追
悼
会
記
念
歌
他
一

十
月
三
十
日
、
東
山

魁
夷
氏
よ
り
、
昭
和
五

十
年
第
七
四
日
展
出
品

作
「
秋
深
」
(
し
ゅ
う
し

ん
、
一
四
九
セ
ン
チ
×

一
九
九
・
五
セ
ン
チ
)
の

大
作
が
寄
贈
さ
れ
た
。

東
山
魁
夷
氏
は
、
戦

後
、
市
川
市
に
ア
ト
リ

エ
を
設
け
ら
れ
、
昭
和

二
十
二
年
、
第
三
回
日

展
に
「
残
照
」
を
発
表
し

風
景
画
家
・
東
山
魁
夷

の
開
眼
第
一
作
と
し
て

画
壇
の
注
目
を
あ
び
た
。

以
来
、
多
く
の
作
品
が

ら
え
、
昨
年
発
表
さ
れ
た
「
植
林

月
夜
」
の
水
墨
画
風
な
表
現
へ
の

過
程
を
示
す
も
の
と
も
い
え
る
。

こ
の
寄
贈
に
対
し
、
十
一
月
七

日
、
市
廉
館
長
は
東
山
氏
宅
を
お

訪
ね
し
、
干
葉
県
知
事
川
上
紀
一

氏
か
ら
の
感
謝
の
手
紙
を
お
渡
し

す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の
ご

厚
意
を
謝
し
た
。

こ
の
ア
ト
リ
エ
か
ら
生
み
出
さ

れ
、
現
在
日
本
画
の
第
一
人
者
と

し
て
活
蹄
さ
れ
て
い
る
。

今
年
の
三
月
、
布
葉
三
十
年
と

い
う
意
味
も
こ
め
て
、
一
東
山
魁

夷
残
照
か
ら
唐
招
提
寺
ま
で
」
と

い
う
展
覧
会
を
開
催
し
た
が
、
県

内
外
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
た
熱
気

「
鋳

金
」津

田

信
夫

鋳
金
と
は
金
属
を
溶
か
し
、

鋳
型
に
流
し
込
ん
で
器
物
を
つ

く
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
技
術

に
優
れ
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

に
わ
た
り
、
美
術
工
芸
の
発
展

に
尽
力
し
た
作
家
に
津
田
信
夫

東
山
魁
夷
作

一
秋
深
一

知
事
か
ら
の
礼
状
を
よ
む
東
山
氏

●

あ
ふ
れ
る
会
場
風
景

は
記
憶
に
新
し
い
。

以
前
よ
り
東
山
魁
夷

氏
の
作
品
の
収
蔵
は

望
ま
れ
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
本
展

を
契
機
に
そ
の
気
道

も
一
段
と
高
ま
り
、

こ
の
雷
鮪
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。

「
秋
深
一
は
冬
の

凋
落
を
前
に
し
て
の

豊
か
に
輝
か
に
紅
葉

す
る
樹
相
を
落
ち
着

い
た
渋
い
赤
き
で
と

が
い
る
。

明
治
八
年
佐
倉
に
生
ま
れ
、

同
三
十
三
年
に
東
京
美
術
学
校

鋳
金
科
を
卒
業
、
三
十
五
年
同

校
助
教
授
、
大
正
八
年
に
は
教

授
と
な
っ
た
っ
ま
も
な
く
政
府

の
命
を
受
け
、
鋳
金
術
及
び
金

工
術
研
究
の
た
め
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ

ツ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
を
遊
歴
し

た
。
こ
う
し
た
体
験
の
中
で
国

外
の
新
し
い
工
芸
の
動
向
に
刺

激
さ
れ
、
大
い
に
啓
蒙
さ
れ
た
。

帰
国
後
、
そ
れ
ら
の
影
響
を
受

け
た
作
品
を
発
表
し
、
新
傾
向

の
工
芸
を
促
進
さ
せ
る
端
緒
を

に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
工
芸
の
位
置
高
揚

と
発
展
の
た
め
に
奔
走
し
た
。

例
え
ば
、
昭
和
二
年
の
第
八
回

帝
展
か
ら
新
た
に
工
芸
部
門
が

設
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
代
表
的

な
推
進
者
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
す
ぐ
さ
ま
帝
展
の
委

員
に
推
さ
れ
、
審
査
員
を
数
回

昭
和
十
年
に
帝
国
美
術
院
会

員
、
同
十
二
年
に
は
芸
術
陸
会

員
と
な
っ
た
。
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●
秋
晴
れ
に
め
ぐ

ま
れ
た
見
学
会

友
の
会
と
の
共
催
で

行
わ
れ
た
一
美
術
館
苗

バ
ス
の
旅
」
は
、
十
一

月
四
日
(
金
)
・
五
日

(
口
)
の
両
日
、
総
勢

五
十
名
が
参
加
し
、
山

ぐ
り
、

に
て
名
画
を

梨
・
静
岡
方
面
に
秋
の

自
然
美
と
特
色
あ
る
三
つ
の
美
術

館
を
訪
ね
た
。

第
一
日
は
日
本
一
美
し
い
渓
谷

と
し
て
有
名
な
昇
仙
映
し

ミ
レ
ー

に
代
表
さ
れ
る
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の

作
品
を
中
心
と
し
た
山
梨
県
立
美

術
館
を
見
学
し
、
武
田
豪
ゆ
か
り

の
悪
林
寺
を
見
学
し
た
。

第
二
日
は
ワ
イ
ン
工
場
を
か
わ

き
り
に
、
古
沢
岩
見
美
術
館
を
見

学
、
富
士
五
割
、
白
糸
の
滝
を
め

経
営
し
た
。

●
輯
境
づ
く
り
す
す
む

十
一
月
十
四
日
(
土
)
、
昭
和

五
十
三
年
度
郷
土
緑
化
秋
季
大
会

記
念
(
千
葉
県
土
と
緑
の
祭
典
)

事
業
の
一
環
と
し
て
、
千
葉
県
緑

化
推
進
委
員
会
よ
り
、
ヤ
マ
モ
モ

十
本
:
ネ
ズ
ミ
モ
チ
六
十
四
本
の

樹
木
が
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
植
樹
式

が
行
わ
れ
た
。
美
術
館
西
側
に
植

え
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
樹
木
の
成
長

が
た
の
し
み
で
あ
る
。

解
説
会
に
引
続
い
て
「
県
展
三
十

年
の
歩
み
」
と
越
し
て
、
美
術
を

語
る
会
が
行
わ
れ
、
県
展
三
十
年

の
変
遷
や
県
展
史
に
残
る
作
家
・

作
品
等
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が

持
た
れ
た
。

富士美術館を見学

ヤマモモなど楢樹

伝

言

板

●
県
展
解
説
会
行
わ
れ
る

十
一
月
四
日
(
土
)
、
日
本
画

・
書
道
に
つ
い
て
行
い
、
十
一
月

十
一
日
(
土
)
、
洋
画
・
彫
塑
・

工
芸
の
各
分
野
に
つ
い
て
、
部
門

を
代
表
す
る
作
家
の
方
々
に
よ
っ

て
、
本
年
度
の
傾
向
や
審
査
評
等

を
ま
じ
え
な
が
ら
作
品
個
々
の
解

説
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
十
一
月
十
一
日
(
土
)
は

鬱
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
一
月
四

日
ま
で
年
末
・
年
始
休
館
と
な
り

ま
す
。

醗
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
で
す
が

祝
日
の
場
合
は
開
綿
し
ま
す
。
但

し
、
翌
日
が
休
紘
と
な
り
ま
す
。

斜
討
削
減
会
名
円
治
)
氏

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
四
日
死

去
。
八
十
五
歳

日
本
画
家

氏
は
、
県
美
術
会
設
立
の
中
心

的
人
物
で
、
文
学
・
美
術
志
望
者

の
育
成
に
も
尽
力
し
、
昭
和
璃
年

に
勲
五
筆
端
宝
葦
を
受
け
て
い
る

●
皇
売
出
Ⅴ
三
三
人
出
土
言
い
圭
=
人
骨
三
三
人
←
三
三
八
V
三
千
丑
千
三
÷
凸
-
享
八
子
三
-
-
∧
V
-
・
三
三
八
三
言
出
Ⅴ
〇
三
÷
生

コ
ー
ナ
ー

足
の
時
は
た
い
へ
ん
お
せ
わ
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
わ
た
し
た
ち
の
遠

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
お
で
む

か
え
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

美
術
館
見
学
の
小

学
生
の
手
紙
か
ら

佐
原
市
立
佐
原
小
学
校

四
年
生

美
術
館
の
み
な
さ
ん
お
元
気

で
す
か
。

わ
た
し
た
ち
も
元
気
で
運
動

会
の
練
習
を
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
や
っ
て
い
ま
す
。

で
、
中
は
、
矢
印
の
絵
、
少
女

わ
た
し
た
ち
、
美
術
鱒
の
見

た
。

学
は
、
は
じ
め
て
だ
っ
た
の
で

う
れ
し
か
↓
た
で
す
。

た
て
も
の
が
大
き
く
り
っ
ぱ

の
絵
、
昔
か
ら
の
写
真
な
ど
と

て
も
わ
た
し
た
ち
に
は
ま
ね
の

で
き
な
い
よ
う
な
り
っ
は
な
作

品
ば
か
り
が
館
内
い
っ
ぱ
い
に

な
ら
ん
で
い
た
の
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
と
く
べ
つ
な
て
ん

ら
ん
か
い
が
ひ
ら
か
れ
て
い
た

の
で
た
く
さ
ん
の
作
品
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
ん
ど
、
ま
た
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
、
い

っ
し
ょ
に
行
き
ま
す
。

ま
た
、
ち
が
う
絵
が
た
く
さ

ん
見
ら
れ
る
の
を
た
の
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

さ
よ
う
な
ら

十
月
三
日

四
年
一
同
よ
り

美
術
館
の
み
な
さ
ん
へ

^
V
・
享
・
凸
-
喜
入
u
-
毒
入
り
・
喜
入
V
・
三
言
八
V
〇
三
÷
八
Ⅴ
三
千
八
V
書
写
∧
V
享
互
V
毒
や
喜
八
Ⅴ
主

会李朝忙中=i中朝帰農帖一昨日朝.中州-や“,博.缶用鳴動¶仲,剛崎山棚.再開時刷れ.や==.世間ヰ印刷.苓可冊,制。田圃嶋一間や
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閏
肥
田
晴

・
て
ん
刻
入
門
講
座

今
回
は
、
木
や
石
な
ど
の
印
材

に
家
書
(
て
ん
し
ょ
)
体
で
文
字

を
刻
す
る
こ
と
に
よ
り
、
印
を
つ

く
る
講
習
会
で
す
。

印
は
、
中
国
で
周
時
代
か
ら
存

在
し
、
材
料
は
玉
や
銅
な
ど
の
硬

い
も
の
が
多
く
、
漢
時
代
の
頃
か

ら
現
在
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

末
、
元
時
代
に
な
る
と
文
人
の

問
に
収
蔵
郎
・
落
款
印
・
雅
印
が
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
特
に
元
時
代

末
期
に
は
、
王
冤
が
花
乳
石
と
い

う
蝋
石
の
よ
う
な
軟
石
に
彫
り
始

め
て
か
ら
、
て
ん
刻
は
専
門
家
だ

け
の
特
殊
な
技
術
で
は
な
く
、
吏

人
た
ち
の
手
で
自
由
に
彫
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
普
及
し
て
行
っ
た
。

明
時
代
に
入
る
と
多
く
の
大
家

が
あ
ら
わ
れ
姓
名
や
前
号
だ
け
を

彫
る
の
で
は
な
く
、
詩
文
の
佳
句

な
ど
を
刻
し
て
書
画
に
印
す
る
な

ど
、
鑑
賞
と
鳳
雅
の
用
に
供
す
る

も
の
と
し
溝
の
乾
隆
時
代
に
な
る

と
書
体
や
彫
痕
に
個
性
的
な
雅
妹

を
求
め
て
芸
術
に
ま
で
高
め
た
。

我
国
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
に

戦
乱
を
さ
け
て
、
来
朝
し
た
僧
心

越
な
ど
が
紹
介
し
た
こ
と
に
始
ま

り
、
以
後
、
細
井
広
湿
ら
に
よ
っ

田
圃
回
剛
。
は
け
酬
閥
隔

て
盛
ん
に
な
っ
た
。

明
治
時
代
に
入
る
と
異
星
硬
の

影
響
を
う
け
た
河
井
苓
塵
は
、
た

び
た
び
中
国
に
渡
り
技
術
的
に
研

鋸
し
、
て
ん
刻
の
名
手
と
称
せ
ら

れ
た
。

千
葉
県
で
は
、
石
井
箆
石
が
浜

村
蔵
六
・
河
井
挙
塵
な
ど
に
師
事

し
て
、
て
ん
刻
界
の
代
表
的
な
一

人
と
な
っ
た
。

て
ん
刻
は
、
そ
れ
を
印
肉
で
紙

に
押
し
た
も
の
を
鑑
賞
す
る
が
、

そ
の
技
法
は
実
用
的
な
も
の
と
し

て
、
蔵
書
印
・
落
款
印
・
姓
名
印

な
ど
に
も
応
用
す
る
こ
と
が
で
き

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
入
門
講
座
は
、
て
ん
刻
の

技
法
や
材
料
を
知
り
、
彫
る
楽
し

み
、
使
う
喜
び
を
昧
う
こ
と
が
で

き
る
初
心
者
の
た
め
の
も
の
で

す
。日

時

昭
和
5
4
年
2
月
1
7
日

(
土
)
̃
1
8
日
(
日
)

二
日
で
一
講
座

午
前
1
0
時
̃
午
後
4
時

講
師

古
川

悟
(
日
展
審
査

員
)
-
予
定

会
醤
∴
無
料
(
但
し
、
材
料
質

に
つ
い
て
は
、
自
己
負

担
が
あ
り
ま
す
)

募
集
人
員

四
十
名
(
多
数
の

●

と
き
は
抽
選
で
決
定
)

会
場

千
葉
県
立
美
術
館
研
究

工
作
室

申
し
込
み講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

往
復
は
が
き
で
、
美
術

館
内
普
及
広
報
班
宛

締
め
切
り

昭
和
5
4
年
1
月
1
0

日
(
水
)
ま
で

団

体

展

-
-
(
1
 
2
月
̃
2
月
)

▽
第
9
回
千
葉
県
大
学
美
術
連
盟

展

1
2
・
5
̃
1
2
・
的

▽
千
葉
県
新
家
・
独
立
・
モ
ダ
ン

ア
ー
ト
合
同
展

1
2
・
5
̃
1
2
・
的

▽
第
2
3
園
子
ど
も
県
展

1
2
●
1
2
̃
1
2
●
2
4

▽
宮
坂
会
・
登
縄
社
書
初
展

l
●

5
-
I
ヽ
l

●

7

∇
日
輝
会
選
抜
展

1
●
5
̃
1
●
1
5

▽
千
葉
県
立
美
術
鯨
友
の
会
作
品

展

1
・
9
・
1
・
1
5

▽
千
葉
大
学
教
育
学
部
美
術
科
卒

業
制
作
展

1
・
2
3
̃
1
・
2
8

▽
第
1
3
回
千
葉
大
学
学
生
書
道
展

1
●
2
3
̃
1
●
2
8

▽
第
3
園
子
ど
も
造
形
展

1
●
3
0
̃
2
●
4

▽
第
3
 
1
回
千
葉
県
小
・
申
・
高
校

書
初
展

1
・
3
0
̃
2
・
」

来

館

者

1
3

宮
城
県
生
活
環
境
部
県
民
課
二
名

1
6

大
分
螺
教
育
庁
文
化
課

的
月

3

沼
田
副
知
事
、
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